
【マネジメント・マーケティング対象とする区域】 北海道小樽市

【設立時期】 昭和２１年３月５日

【設立経緯】 ③区域の観光協会がＤＭＯに移行

【代表者】 会長（代表理事） 西條 文雪

【マーケティング責任者（ＣＭＯ）】 事務局次長 永岡 朋子

【財務責任者（ＣＦＯ）】 専務理事 徳満 康浩

【職員数】 ５２人（常勤５２人(正職員２３人・出向等０人)､非正規２９人）

【主な収入】   （令和６年度決算）
  収益事業 ３２９百万円、委託事業 １０百万円、会費 １０百万円ほか

【総支出】 （令和６年度決算）
事業費 ５８百万円､一般管理費 １７７百万円､仕入費 ２２２百万円ほか

【連携する主な事業者】 （全２５事業者・団体）
小樽商科大学、小樽商工会議所、ＪＲ北海道小樽駅、北海道中央バス、
新日本海フェリー、小樽ハイヤー協会、小樽ホテル・旅館組合、
朝里川温泉組合、小樽水族館公社、中央バス観光開発、
新おたる農業協同組合、小樽市漁業協同組合ほか

項目
2022

（R4）年
2023

（R5）年
2024

（R6）年
2025

（R7）年
2026

（R8）年
2027

（R9）年

旅行
消費額

(百万円)

目標
63,500 86,700 94,000 112,201 113,502 114,803

(8,000) (17,100) (26,200) (28,811) (29,218) (29,589)

実績
45,150 86,650 109,780

(28,089)
― ― ―

(5,730) (17,240)   

延べ
宿泊者数

(千人)

目標
700 950 1,200 1,250 1,300 1,339

(150) (180) (300) (406) (434) (456)

実績
883 1,128 1,187

(369)
― ― ―

(91) (276)

来訪者
満足度

(％)

目標
92.5 93.1 94.0 95.0 95.0 95.0

(91.0) (92.0) (92.5) (93.0) (93.0) (93.0)

実績
97..2 94.4 95.0

(94.7)
― ― ―

(87.5) ( - )

リピーター率
(％)

目標
53.0 54.0 54.0 60.0 60.0 60.0

(27.0) (27.0) (28.5) (45.0) (45.0) (45.0)

実績
42.9 60.1 58.9

― ― ―
(24.0) ( - ) (47.4)

※（ ）内は外国人に関するもの。

記入日： 令和 ７年 ７月 １日

【主なターゲット】
①＜国内＞２０～４０代女性
②＜海外＞中国、台湾、韓国、タイ、マレーシア、

シンガポールのＦＩＴ、リピーター層
③ステイ型滞在者

【ターゲットの誘客に向けた取組方針】
①歴史や文化、伝統、食などを活用した体験型

観光商品の企画・販売
②夜の魅力発信、③おもてなし力の向上 など

【観光地域づくりのコンセプト】
「ホンモノの小樽とふれあう」 ― 観光客と市民がふ
れあい、新しい発見があり、また来たいと思える街 ―

【観光資源の磨き上げ】
・海の観光ＰＲ動画制作とインターネットを
活用した情報発信を実施
・音声合成キャラクターを活用したプロジェ
 クトを実施

【受入環境整備】
・おもてなし都市小樽を目指し、「小樽おも
てなし認証」制度 を創設し、令和６年から
事業を進めている。
・夜の情報発信の拡充として、 ナイトイン
フォメーションやナイトマップ、ウェブサイト
 の拡充を実施

【情報発信・プロモーション･誘客】
 ・観光ガイドマップの製作と配布
 ・各種ＨＰ運用と情報発信のほか、
  季刊誌Webマガジン「小樽通」の
  制作及び配信
 ・早朝営業の施設店舗や日の出

スポットの情報など｢朝活マップ｣
  の作製及び配布

【その他】
 ・観光庁｢全国の観光地・観光産業における観光
  DX推進に関するマーケティング強化モデル実証
 事業｣

（登録）【地域ＤＭＯ】 一般社団法人 小樽観光協会 様式２

基礎情報

戦略

ＫＰＩ（実績・目標）

具体的な取組
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